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研究成果の概要（和文）：オーストラリアにおける野生イネにおいてAAゲノムの種分化と分布について明らかに
した。特にこれまで報告されていた2種であるrufipogon種とmeridionalis種以外にTaxon Bと(GOD採取地名とし
てJpn2)を見出した。生殖隔離機構については両種に対して発達させており，新種として定義される。ゲノムと
してはmeridionalisに類似するが生活史特性としては多年生を示した。さらに形態的に小穂サイズが大型であ
り，統計的に有意な差が見られた.

研究成果の概要（英文）：We identified evolutionary history of Australian wild rice carrying diploid 
type, AA genome. There have been annotated two species for AA genome as O. rufipogon and O. 
meridionalis. The former one is thought to be Asian perennial type. However, we identified they 
share highly similar chloroplast genome with O. meridionalis although highly established 
reproductive barrier. In addition, we identified presumed third species, described as Taxon B or 
Jpn2 as site name. The species are perennial and also share highly similarity for not only 
chloroplast genome but also nuclear genome to O. meridionalis. The most distinct morphological 
characteristic is the size of seed. It is significantly larger than both wild species in Australia. 
We succeeded to identified a single gene inheritance from backcrossing progenies with cultivated 
rice. The highly possible model to generate the species is the hybrid origin of the two existed 
species in single population.

研究分野： 作物育種学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
種間交雑が生じている集団を見出したことと，他殖による戻し交雑が稔性を回復原因であることを遺伝的なマー
カーから確認された。この様な種間交雑が多年生であり，かつmeridionalis的なゲノムを有する新種形成につな
がったものと結論された。形態的な特徴として見出された顕著な大粒については栽培種に戻し交雑により導入で
き，2割程度の種子サイズの増加がみられた。このような野生種からの栽培化形質を導入できたことは育種事業
を拡大させる社会的な意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

本研究の学術的背景は，隔離された大陸で生物種として進化したイネからさらに種分化をし

つつある新種を見出したことにある．また，種を識別する生殖隔離機構の発達と形態的特殊性

がどのように発達したかを検証できるゲノムツールならびに交配系統が確立していることにあ

る．  

２．研究の目的 

申請者はこれまでの現地調査ならびに交雑試験からオーストラリア北部における Oryza 属の新

種候補を見出し，論文として公表してきた．オーストラリア野生種はときに同所的に生息して

おり，一部のサイトでは多年生ならびに固有種が共存する場所もみられる．集団内の遺伝変異，

種間交雑の実態，地理的遺伝変異勾配，乾季・雨季の激変する環境における生存戦略の相違な

どの検証から，遺伝資源の生態や種分化の実態などの知見が期待される．この成果は新たな遺

伝資源の確保と共にオリザ属の進化を明らかにするための知見を得ることができる． 

 
３．研究の方法 

オーストラリア北部における集団内の遺伝変異，種間交雑の実態，地理的遺伝変異勾配，乾季・

雨季の激変する環境における生存戦略の相違などの検証を生態調査から行った．新種の生態・

異種の混在集団での遺伝的階層性もあるため，これまで開発した分子マーカーを利用して，自

然集団におけるゲノム動態を把握した．具体的には葉緑体ゲノムならびに種間で分化した核マ

ーカーである.  

 
４．研究成果 
オーストラリアならびに PNG において，既知の 2 種が生殖しているばかりでなく，Jpn2 にみ

られる新種候補が生息していることを明らかにしてきた。この種は種子サイズが大きいこと，
多年生的性質を示すこと，しかし一年生種であるメリディオナリスとのゲノム類似性が高く，
かつ既知の種とは生殖隔離を示すことが明らかとなった。種子サイズでは既に戻し交雑により
主要な効果を有する遺伝子を導入した系統を得て解析を進めている．この遺伝子とともにメリ
ディオナリスと共通な葯長を支配する遺伝子情報を利用して，進化経路を明らかにすることが
独自である．また，自然環境における種間交雑集団を特定して，現在進行している種間交雑を
クイーンズランド州の野生集団において既に解析している．同集団の遺伝的多様性解析はほぼ
終えて，種形質組合せや交雑方向などの解析が検証可能であり，既に葯長制御遺伝子と葯長の
連関解析を終えている．これらの解析により,同集団では既知の 2種が種間交雑を生じているこ
と，中間的な形質を持った個体群も出現しており，さまざまな段階の混在ゲノムを有している
連続的な交雑が生じていることを明らかにすることができた. 
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